
近年、災害が頻発化・激甚化してきていると⾔われてお
り、避難⽣活の⻑期化による災害関連死の増加がますます
懸念されています。
災害関連死を防ぐためには、地域社会の多様な⼈々が連携
し、互いに⽀え合うことが不可⽋です。
本研修では、災害時の避難⽣活の環境向上に貢献できる⼈
材を「避難⽣活⽀援リーダー／サポーター」として養成
し、地域で活躍いただくことを目指し、演習・グループ
ワークを中⼼に、避難⽣活の環境改善のための実践的な知
識・ノウハウを学びます。

この研修は、内閣府「避難⽣活⽀援・防災⼈材育成エコシステム」の
構築に向けたモデル研修として実施するものです。

１⽇目︓令和８年１⽉24⽇ (⼟) 10:00〜16:00
２⽇目︓令和８年１⽉25⽇ (⽇) 10:00〜16:00

⿃取県庁第２庁舎 ４階22・33・34会議室
〒680-8570 ⿃取県⿃取市東町⼀丁目271
※駐⾞場あり

研修テキスト、昼⾷、飲み物、筆記⽤具、バインダー（クリップボード）

⽇ 時
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研修（避難所運営演習）

プログラム 

▲研修の詳細内
容については、
研修紹介動画を
御覧ください

・多様な被災者の⼼情や状況の理解
・避難⽣活の課題と⽣活環境の整備1 ⽇目
・対⼈コミュニケーション
・避難所運営の担い⼿との連携・協働2⽇目

詳細は裏⾯へ

主催︓内閣府 共催︓⿃取県



⼤学⼊学と同時に学⽣ボランティアサークル「神⼾⼤学学⽣震災救援隊」に参加。
能登半島地震(平成19年)被災地での⾜湯ボランティアを⽪切りに、夜回りによる
ホームレス支援、フリースクールサポートといった様々な活動や、数々の国内の災害救
援活動に従事。被災地NGO恊働センターのアルバイトスタッフから正社員を経て、平
成27年、同NGO代表に就任。現在は助教として、関⻄学院⼤学⼈間福祉学部で
災害時のボランティア活動や災害復興について研究している。

被災地NGO恊働センター 代表／
関⻄学院⼤学 ⼈間福祉学部 助教

頼政 良太 ⽒

総合病院勤務を経て、看護学校の非常勤講師を勤めている際、2013年⼭⼝・島
根豪雨災害で家族と地域が被災したことをきっかけに災害ボランティア活動を開始。
2017年に防災⼠資格を取得し、看護の専門性を活かしながら、⼭⼝県学校防災ア
ドバイザーや⾃主防災アドバイザーとして、防災講座や講演を通じて地域の防災⼒向
上に取り組んでいる。現在は⾏政のこどもコーディネーターとして、こども若者支援にも
携わっている。

⼭⼝県災害看護研究会（YDNT）
副代表／福祉防災認定コーチ

⼯藤 美佐 ⽒

東日本⼤震災では学⽣主体のボランティアプロジェクト等に参加し、⼤学在学中にボラ
ンティア団体を⽴ち上げ。卒業後は医療機関で相談援助職として勤務しながら、
2016年台風10号災害、2018年北海道胆振東部地震で支援活動に携わり、
2019年8月より現職。町内会における避難所設置運営マニュアルの整備や訓練実施
等の事業に従事。北海道の災害中間支援組織である北の国災害サポートチームでは、
コーディネーターとして被災者支援活動のための環境整備や体制構築に取り組む。

Wellbe Design
コミュニティデザイナー

本⽥ 綾⼦ ⽒

お申込⽅法・窓⼝

⿃取県 危機管理部 危機管理政策課 担当︓天野
〒680-8570 ⿃取県⿃取市東町⼀丁目271
電話︓0857-26-7584
①電⼦メール ︓kikikanri-seisaku@pref.tottori.lg.jp
②ウェブフォーム︓右上のQRコードからお申込みください。
※１団体から複数名お申込みの場合、別添の申込書に記入の上、電子メールでお送り

 ください。

内閣府業務受託事業者 避難⽣活⽀援リーダー／サポーター研修事務局
株式会社ダイナックス都市環境研究所（担当︓飯嶋、大宮）
TEL︓03-5402-5355 MAIL: leader-supporter@dynax-eco.com

研修に関する
お問い合わせ先

研修講師

研修当⽇までに事前学習が必要です

お申し込み後、研修テキストとオンデマンド動画の情報をお送りします。

研修テキスト オンデマンド動画
研修テキストの中でも、特に重要なポイントを解
説した動画を、研修前にご視聴いただきます。
（約2時間）

避難⽣活⽀援に必要な基礎知識や、過去の災害に
おける課題と対応事例などをまとめたテキストを
お送りします。事前にご⼀読ください。

• お申込みに関するお問い合わせは、⿃取県 危機管理部宛てにご連絡ください。
• お申し込みは、電子メールまたはウェブフォームで受付いたします。 申込⽤

QRコード
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

東京都葛飾区出身。2022年7月に特定非営利活動法⼈Hand Over Japan設
⽴。緊急支援事業、在宅⽣活支援事業を柱とし、令和6年能登半島地震では避
難⽣活の支援として、避難所・仮設住宅への支援や出張⼦ども⾷堂を企画。日本
DMAT登録隊員。JMAT隊員として、コロナ禍ではダイヤモンド・プリンセス号に乗船し
活動。現在は、被災地支援や防災教育、防災訓練の企画や運営、講演・研修講
師等を⾏っている。地元では、⼦ども⾷堂やフードパントリーを運営。

Hand Over Japan
代表理事

佐藤 純 ⽒


